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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第65期

第１四半期累計期間
第66期

第１四半期累計期間
第65期

会計期間
自 平成27年３月21日
至 平成27年６月20日

自 平成28年３月21日
至 平成28年６月20日

自 平成27年３月21日
至 平成28年３月20日

営業収益 (千円) 2,239,819 2,227,564 8,810,708

経常利益 (千円) 77,050 107,391 328,969

四半期(当期)純利益 (千円) 338,934 69,179 504,225

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 1,140,000 1,140,000 1,140,000

発行済株式総数 (株) 7,560,000 7,560,000 7,560,000

純資産額 (千円) 5,523,901 5,658,389 5,630,189

総資産額 (千円) 7,878,377 7,919,893 8,056,279

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 45.04 9.20 67.02

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 10.00

自己資本比率 (％) 70.1 71.4 69.9
 

(注) １ 営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境の改善の動きが継続して見られ、景気は緩

やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、個人の消費マインドはまだ力強さを欠く状況にあるととも

に、株式市場の低迷や円相場の安定しない動きによる不安感、さらに中国をはじめとする海外経済の減速懸念によ

り、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当第１四半期累計期間は、前年同四半期と比較して、営業収益は若干減少しました。経常利益は、燃料費が下

がったことと適正料金の収受の交渉、人員配置と営業費用の適正化の取り組みにより、増益となりました。

その結果、営業収益は2,227百万円（前年同四半期比0.5％減）、経常利益は107百万円（前年同四半期比39.4％

増）、四半期純利益は69百万円（前年同四半期比79.6％減）となりました。

また、事業別の営業実績は次のとおりであります。

 

営業実績

区分

第65期第１四半期累計期間
(自 平成27年３月21日
至 平成27年６月20日)

第66期第１四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年６月20日)

営業収益
前年同期比
（％）輸送屯数(千屯) 営業収益(千円) 輸送屯数(千屯) 営業収益(千円)

貨物運送事業 223 1,747,219 217 1,696,583 △2.9

倉庫事業 － 451,717 － 490,329 8.5

その他事業 － 40,882 － 40,650 △0.6

合計 223 2,239,819 217 2,227,564 △0.5
 

(注) １ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２ 当第１四半期累計期間の貨物運送事業における輸送屯数のうち、傭車によるものは109千屯であります。

また傭車による収入は846,323千円であります。

 

(2) 財政状態の分析

流動資産は、3,675百万円(前期末比2.3％減、86百万円減)となり、そのうち現金及び預金は、2,044百万円(前期

末比121百万円減)となりました。

固定資産は、4,244百万円(前期末比1.2％減、49百万円減)となり、そのうち有形固定資産は、3,796百万円（前期

末比41百万円減）となりました。

流動負債は、1,357百万円(前期末比8.3％減、123百万円減)となり、そのうち営業未払金は、315百万円（前期末

比201百万円減）となりました。

固定負債は、903百万円(前期末比4.3％減、40百万円減)となり、そのうち長期借入金は、238百万円（前期末比25

百万円減）となりました。

純資産は、5,658百万円（前期末比0.5％増、28百万円増）となり、そのうち利益剰余金は、3,377百万円（前期末

比31百万円増）となりました。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた問題

はありません。
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(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,560,000 7,560,000
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 7,560,000 7,560,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年３月21日～
平成28年６月20日

－ 7,560,000 － 1,140,000 － 1,120,000
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年３月20日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   平成28年６月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

36,000
－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,454,000
7,454 －

単元未満株式
普通株式

70,000
－ －

発行済株式総数 7,560,000 － －

総株主の議決権 － 7,454 －
 

 

② 【自己株式等】

  平成28年６月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大宝運輸株式会社

名古屋市中区金山五丁目
３番17号

36,000 － 36,000 0.5

計 － 36,000 － 36,000 0.5
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成28年３月21日から平成28年

６月20日まで)及び第１四半期累計期間(平成28年３月21日から平成28年６月20日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

    資産基準　　　　　  0.7 ％

　　売上高基準　  　　  0.1 ％

　  利益基準　　　　　  1.0 ％

　  利益剰余金基準　　  1.1 ％

      ※　会社間項目の消去前の数値により算出しております。　 
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月20日)
当第１四半期会計期間
(平成28年６月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,165,429 2,044,383

  受取手形及び営業未収入金 1,474,505 1,453,335

  貯蔵品 6,373 7,177

  その他 119,048 173,198

  貸倒引当金 △3,500 △2,900

  流動資産合計 3,761,856 3,675,195

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 5,061,039 5,065,198

    減価償却累計額 △3,939,319 △3,966,324

    建物及び構築物（純額） 1,121,720 1,098,874

   機械装置及び運搬具 2,431,724 2,381,754

    減価償却累計額 △2,210,824 △2,177,208

    機械装置及び運搬具（純額） 220,900 204,545

   土地 2,457,161 2,457,161

   その他 209,957 211,041

    減価償却累計額 △171,866 △175,549

    その他（純額） 38,091 35,491

   有形固定資産合計 3,837,873 3,796,073

  無形固定資産 26,654 24,467

  投資その他の資産   

   投資有価証券 248,711 242,476

   差入保証金 61,903 61,583

   その他 119,280 120,097

   投資その他の資産合計 429,895 424,157

  固定資産合計 4,294,423 4,244,698

 資産合計 8,056,279 7,919,893
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月20日)
当第１四半期会計期間
(平成28年６月20日)

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 517,395 315,575

  1年内返済予定の長期借入金 94,680 94,680

  未払法人税等 119,224 59,609

  賞与引当金 187,422 275,022

  役員賞与引当金 15,000 5,000

  その他 547,475 607,718

  流動負債合計 1,481,196 1,357,605

 固定負債   

  長期借入金 263,400 238,090

  退職給付引当金 120,748 114,508

  役員退職慰労引当金 173,513 169,868

  厚生年金基金解散損失引当金 259,637 259,637

  その他 127,593 121,794

  固定負債合計 944,893 903,898

 負債合計 2,426,090 2,261,504

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,140,000 1,140,000

  資本剰余金 1,120,000 1,120,000

  利益剰余金 3,345,770 3,377,333

  自己株式 △13,066 △13,066

  株主資本合計 5,592,704 5,624,266

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 37,485 34,122

  評価・換算差額等合計 37,485 34,122

 純資産合計 5,630,189 5,658,389

負債純資産合計 8,056,279 7,919,893
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年６月20日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年６月20日)

営業収益 2,239,819 2,227,564

営業原価 2,072,880 2,025,907

営業総利益 166,938 201,657

販売費及び一般管理費 94,196 99,427

営業利益 72,741 102,230

営業外収益   

 受取利息 178 96

 受取配当金 703 693

 受取保険金 2,452 3,204

 その他 1,089 1,479

 営業外収益合計 4,423 5,474

営業外費用   

 支払利息 114 312

 営業外費用合計 114 312

経常利益 77,050 107,391

特別利益   

 固定資産売却益 5,109 6,929

 厚生年金基金解散損失引当金戻入額 287,622 －

 特別利益合計 292,731 6,929

特別損失   

 固定資産除却損 0 －

 特別損失合計 0 －

税引前四半期純利益 369,782 114,320

法人税、住民税及び事業税 49,000 54,000

法人税等調整額 △18,151 △8,858

法人税等合計 30,848 45,141

四半期純利益 338,934 69,179
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による四半期財務諸表に与える影響は軽微であります。　

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自 平成27年３月21日
至 平成27年６月20日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年６月20日)

減価償却費 63,051千円 55,715千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成27年３月21日 至 平成27年６月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月12日
定時株主総会

普通株式 37,630 ５ 平成27年３月20日 平成27年６月15日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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当第１四半期累計期間(自 平成28年３月21日 至 平成28年６月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月15日
定時株主総会

普通株式 37,616 ５ 平成28年３月20日 平成28年６月16日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成27年３月21日 至 平成27年６月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成28年３月21日 至 平成28年６月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成27年３月21日
至 平成27年６月20日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年６月20日)

　　１株当たり四半期純利益金額 45円04銭 ９円20銭

 　 (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 338,934 69,179

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 338,934 69,179

   普通株式の期中平均株式数(千株) 7,525 7,523
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月１日

 

大宝運輸株式会社

取締役会　御中

 
有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 柏　木　勝　広　　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岸　田　好　彦　　　印
 

 

　

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大宝運輸株式会

社の平成28年３月21日から平成29年３月20日までの第66期事業年度の第１四半期会計期間（平成28年３月21日から平成

28年６月20日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年３月21日から平成28年６月20日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大宝運輸株式会社の平成28年６月20日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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